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1．男子走幅跳

　表 1-1 に 2019 年ドーハ世界選手権の決勝と予選

の戦績，自己ベスト（PB），シーズンベスト（SB），

達成率を示した．

2019 年ドーハ世界選手権には，日本代表として城

山・橋岡・津波選手の 3名でフルエントリーするこ

とが出来た．他国でフルエントリーしたのは，オー

ストラリア・中国・アメリカであった．日本チーム

の戦績として，橋岡が走幅跳で日本人初入賞となる

8位，城山も日本人22年ぶりの決勝進出であったが，

決勝では 11 位であった．なお，優勝はジャマイカ

のゲイル選手（23 歳）が 8 ｍ 69 の今季世界最高・

大幅自己記録を更新した．優勝候補であったキュー

バのエチェバリア選手は 8ｍ 34 で 3 位であった．

　表 2 に過去世界大会（2011 年～ 2019 年）の予選

通過記録と 8位入賞記録を示した．男子走幅跳にお

いては，予選通過の平均が 7 ｍ 92 ± 0.05，8 位入

賞の平均が 8ｍ 03 ± 0.10 となっている．本大会に

おいては予選通過記録 7 ｍ 89，8 位入賞記録 7 ｍ

97 であり，日本選手の 3 名もおおむねこの記録に

当てはまった戦績であった．

　今大会において予選通過をした 12 名の PB・SB

の平均は 8 ｍ 42・8 ｍ 32，予選落ちした 15 名の

PB・SB の平均は 8 ｍ 23・8 ｍ 15 であった．予選時

における予選通過者の PB・SB 達成率は，95.2％・

96.3 ％，予選落ちした者の PB・SB 達成率は，

93.1％・94.0％であった．予選においては，向かい

風の試技が多いこともあり，各選手の達成率に影響

を及ぼしていたと考えられる．しかしながら，予選

通過者の PB・SB は参加標準記録（8 ｍ 17）より，

はるかに高い上に，達成率が 95％以上になってい

るという点が特徴であった．

　次に，決勝進出者の決勝時における PB・SB の達

成率を見ると 96.6％・97.8％と予選よりも高くなっ

ていることが分かる．特に 8 位入賞者までを見る

と SB の 100％以上の選手が 4 名も存在し，いかに

決勝時において，高いパフォーマンス発揮ができる

かという点が重要であることが伺われた．一方，日

本選手を見てみると橋岡選手は，予選の PB 達成率

が 97.0％に対し決勝では 95.8％であった．城山選

手においては，予選が 94.5％，決勝が 92.5％と PB

に対し十分な力が発揮されていなかった印象を受け

る．また，津波選手も予選の PB 達成率が 93.8％で

ある．これらのことを踏まえると予選では 95％以

上の力を発揮し，決勝ではそれよりも高い力を発揮

できるようなトレーニング計画や調整方法が必要に

なるであろう．

　2020 年東京オリンピックの参加標準記録は，8ｍ

22 である．すでに 3 選手がこの記録を越えている．

日本の男子走幅跳は，城山選手の日本記録更新を契

機として，3 選手以外にも 8 ｍジャンパーは多数お

り標準記録を越えてくる選手が多くなることも予想

される．決勝での入賞や表彰台を視野に入れた場合，

予選と決勝を踏まえた戦略が重要課題であることが

明らかな結果であったと言える．

2．男子三段跳

　表 1-2 に 2019 年ドーハ世界選手権の決勝と予選

の戦績，自己ベスト（PB），シーズンベスト（SB），

達成率を示した．

2019 年ドーハ世界選手権には，残念ながら日本選

手は出場できなかった．他国でフルエントリーした

のは，中国・キューバ・アメリカであった．

　表 2 に過去世界大会（2011 年～ 2019 年）の予選

通過記録と 8位入賞記録を示した．男子三段跳にお

いては，予選通過の平均が 16 ｍ 70 ± 0.09，8 位入

賞の平均が 16 ｍ 88 ± 0.17 となっている．本大会

においては予選通過記録 16 ｍ 87，8 位入賞記録 17
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ｍ 06 となり，ここ数年ではレベルの高い試合であっ

たと言える．なお，優勝はアメリカのテイラー選手

（29 歳）が 17 ｍ 92 の今季最高記録で 3 連覇を果た

した．

　今大会において予選通過をした 12 名の PB・SB

の平均は 17 ｍ 62・17 ｍ 47，予選落ちした 21 名

の PB・SB の平均は 17 ｍ 24・17 ｍ 14 であった．

予選時における予選通過者の PB・SB 達成率は，

96.4％・97.3％，予選落ちした者の PB・SB 達成率は，

94.8％・95.3％であった．決勝進出者の決勝時にお

ける PB・SB の達成率を見ると 96.7％・97.6％であっ

た．

　これらの事から，予選通過者の PB・SB は参加標

準記録（16 ｍ 95）より，はるかに高い上に，達成

率が 96％以上になっているという点である．しか

しながら，決勝においても予選と同じ程度の達成率

であったことを踏まえると多くの選手が，予選から

達成率の高いパフォーマンスをしているといえる．

また，決勝も同じように高い達成率となっている上

に 8 位入賞者の中に SB の 100％以上の選手が 5 名

も存在していた．このことは，予選から達成率の高

いパフォーマンスをしながら，決勝においてさらに

高いパフォーマンスをしていることからも，多くの

選手が世界選手権にシーズンのピークを持ってきて

いるということが伺われる．決勝進出した国別では，

中国・キューバは 2選手，アメリカは 3選手が決勝

進出を果たしている．これらの国々は，選手層も厚

く，また，高い達成率を発揮する要因があると考え

られ，その要因を見つけることも戦略の一つになる

と思われる．

　2020 年東京オリンピックの参加標準記録は，17

ｍ 14 である．しかしながら，今シーズンの日本ラ

ンキング 1位は 16 ｍ 85 の山本選手である．世界の

基準は，17 ｍが最低ラインである．男子走幅跳の

様に日本記録更新を契機に一人でも多くの選手が

17 ｍを越える状況になることを期待したい．

3．女子走幅跳

　表 1-3 に 2019 年ドーハ世界選手権の決勝と予選

の戦績，自己ベスト（PB），シーズンベスト（SB），

達成率を示した．

　2019 年ドーハ世界選手権には，残念ながら日本

選手は出場できなかった．他国でフルエントリーし

たのは，フランス・イギリス・アメリカであった．

　表 2 に過去世界大会（2011 年～ 2019 年）の予選

通過記録と 8位入賞記録を示した．女子走幅跳にお

いては，予選通過の平均が 6 ｍ 53 ± 0.08，8 位入

賞の平均が 6ｍ 57 ± 0.13 となっている．本大会に

おいては予選通過記録 6 ｍ 53，8 位入賞記録 6 ｍ

56 となり，ほぼ過去大会と同じ傾向であったと言

える．なお，優勝は，今季急成長のドイツのミハン

ボ選手（25 歳）が 7 ｍ 30 の今季世界最高・自己新

記録を更新して優勝を果たした．

　今大会において予選通過をした 12 名の PB・SB

の平均は 6 ｍ 96・6 ｍ 87，予選落ちした 19 名の

PB・SB の平均は 6 ｍ 83・6 ｍ 77 であった．予選時

における予選通過者の PB・SB 達成率は，96.2％・

97.5 ％，予選落ちした者の PB・SB 達成率は，

93.7％・94.5％であった．決勝進出者の決勝時にお

ける PB・SB の達成率を見ると 96.2％・97.4％であっ

た．

　これらの事から，予選通過者の PB・SB は参加標

準記録（6ｍ72）より，高く，達成率が96％以上であっ

た．また，決勝においても予選と同じ程度の達成率

であったことを踏まえると多くの選手が，予選から

達成率の高いパフォーマンスをしているといえる．

また，決勝も予選同様に高い達成率となっている上

に 8 位入賞者の中に SB の 100％以上の選手が 3 名

も存在していた．特に優勝のミハンボ選手は，予選

通過 1 位，決勝においては PB の 102.0％の跳躍を

していた．決勝進出した国別では，イギリス・アメ

リカは 2選手が決勝進出を果たしている．女子の走

幅跳も男子の三段跳と同様に予選においても 96％

以上の達成率が見られた．

　2020 年東京オリンピックの参加標準記録は，6ｍ

72 である．2019 年のドーハ大会は，インビテーショ

ンもあり SB が 6 ｍ 70 付近の選手も出場することが

出来た．今シーズンの日本ランキング 1 位は 6 ｍ

45 の湊選手である．世界大会への基準は，6 ｍ 70

が最低ラインである．一人でも多くの選手が 6 ｍ

70 を越える状況になることを期待したい．

4．女子三段跳

　表 1-4 に 2019 年ドーハ世界選手権の決勝と予選

の戦績，自己ベスト（PB），シーズンベスト（SB），

達成率を示した．

2019 年ドーハ世界選手権には，残念ながら日本選

手は出場できなかった．他国でフルエントリーした

のは，ポルトガルのみであった．

　表 2 に過去世界大会（2011 年～ 2019 年）の予選

通過記録と 8位入賞記録を示した．女子三段跳にお

いては，予選通過の平均が 14 ｍ 04 ± 0.11，8 位入
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賞の平均が 14 ｍ 20 ± 0.10 となっている．本大会

においては予選通過記録 14 ｍ 12，8 位入賞記録 14

ｍ 40 となり，ここ数年では特に 8 位入賞ラインが

高い結果であったと言える．なお，優勝は，今季世

界歴代 2 位（15 ｍ 41）を記録したベネズエラのロ

ハス選手（23 歳）が 15 ｍ 37 で優勝を果たした．

　今大会において予選通過をした 12 名の PB・SB

の平均は 14 ｍ 79・14 ｍ 65，予選落ちした 14 名

の PB・SB の平均は 14 ｍ 45・14 ｍ 29 であった．

予選時における予選通過者の PB・SB 達成率は，

96.5％・97.4％，予選落ちした者の PB・SB 達成率は，

95.1％・96.1％であった．決勝進出者の決勝時にお

ける PB・SB の達成率を見ると 97.9％・98.8％であっ

た．

　これらの事から，予選落ちした選手の達成率が

95％であったにも関わらず，決勝進出できなかった

要因として，予選通過者の PB・SB は参加標準記録（14

ｍ 20）より，はるかに高く，達成率が 96％以上になっ

ているという点である．また，決勝においては，予

選よりも高い達成率であったことを踏まえると多く

の選手が，決勝をポイントにした戦術を取っていた

ことが伺われる．特に決勝において，入賞した選手

は，低くても SB の 98.2％であり，決勝における達

成率の高さが結果に反映される最たる例となる試合

展開であったと言える．決勝進出した国別では，ジャ

マイカ・アメリカは 2選手が決勝進出を果たしてい

る．一方，フルエントリーしたポルトガルは 1名の

み 8 位入賞であった．特に女子三段跳においては，

様々な国から才能のある選手が三段跳を行っている

印象を受けた．今回の試合を契機に女子三段跳のレ

ベルが高くなる様相を呈しているように思われる結

果であった．　　　

　2020 年東京オリンピックの参加標準記録は，14

ｍ 32 である．2019 年のドーハ大会は，インビテー

ションもあり SB が 14 ｍ 18 付近の選手も出場する

ことが出来た．今シーズンの日本ランキング 1位は

13 ｍ 65 の河合選手である．世界大会への基準は，

14 ｍがスタートラインと言えよう．一人でも多く

の選手が 14 ｍを越え，世界大会にチャレンジでき

ることを期待したい．

5．まとめ

　本大会における水平跳躍種目の予選・決勝の結果

から，全ての種目に共通したものがみられた．当た

り前ではあるが，どの種目も参加標準記録より，は

るかに高い PB・SB を持っている選手が有利である

という点は明らかである．その中でも，予選におい

ては PB の 95％以上，SB の 96％以上の跳躍が必要

であることが伺われた．さらに，決勝においては，

上位入賞している選手の多くは 100％近い達成率に

なっている点が特徴的であった．このことからも水

平跳躍種目においては，予選と決勝を一体とした戦

略と戦術の計画が重要であることが伺われる．

　また，スプリント王国のジャマイカや急成長して

きたベネズエラなど，様々な国からポテンシャルを

持っている選手達の台頭が特徴的であった．2020

にむけて，様々な国の選手情報を得ることも重要で

ある．我が国に目を向けると，男子走幅跳において，

上位入賞の可能性も見えており，期待を持てる状況

である．その他の種目も来たる 2020 年に向けて，

ターゲットとなる記録も踏まえながら，大きなチャ

レンジに期待したい．
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表 1-1　男子走幅跳の予選・決勝におけるパフォーマンス
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表 1-2　男子三段跳の予選・決勝におけるパフォーマンス
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表 1-3　女子走幅跳の予選・決勝におけるパフォーマンス
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表 1-4　女子三段跳の予選・決勝におけるパフォーマンス
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表 2　2011 ～ 2019 世界選手権・オリンピック　予選通過・８位入賞ライン


